
 

令和２年１１月２日（月） 

 五十猛神社の秋祭りの神事が行われ、本校に来校して披露していただきました。今年は、コロナウイルスの影響で、パレードは早々に中止がきまり、神

事や厄除けのひょっとこ奉納もどの程度実施するのかでずいぶん悩まれたようでした。しかし、神社関係の方々や申絆酉樂会（しんきゆうらくかい）の方々

の計らいで、神社のみならず各小中学校で神事を奉納（披露）していただきました。財光寺中学校では、普段見ることのなかった「浦安の舞」「子獅子」

を見る事ができ、生徒たちも大変な喜びようで、盛り上がりました。申絆酉樂会の皆様、雨の降る中本当にありがとうございました。 

 本校からも「浦安の舞」に 3年生の米澤月杏さん、1年生の三原羽奈さんが、「子獅子」に 3年生の押川征矢くん、香月惺翔くん、1年生の米澤莉惺、香

月悠希くんが参加して、見事な舞を披露してくれました。浦安の舞では、下の写真の通り、神秘的な舞を厳かに披露してくれました。また、獅子舞では、

最後の方で体育館で見ている生徒達の中に入り、獅子面の口をカパンカパンと鳴らし邪気払いをするたびに大歓声（悲鳴）があがっていました。 

【 上段：浦安の舞の様子     下段：獅子舞の様子 ･･･ 下右２枚は、生徒達に邪気払いをしている獅子たち（中は本校生徒達） 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 あいにくの雨の中 中庭（中棟と南棟の間）でひょっとこ踊りを披露していただきました。 右下は、申絆酉樂会のお囃子の皆さん！】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


